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市議会 だより 

■議会基本条例の制定を受けた議会改革の一環として、初めての「議会報告会」を開催しました。 
　【5月12日市役所全員協議会室（写真上2枚）・5月15日中央公民館ホール（写真下2枚）】 
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平成22年 第2回定例会（6月10日～7月1日） 

所沢市議会初の議会報告会を開催 
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◆市政に対する一般質問………………………………………6～9 
◆議会報告会の内容をお知らせします、 
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◆請願・陳情審議の結果、可決された意見書 ほか ……………１２ 
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例
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の
動
き
 

第155号 ところざわ市議会だより 

（2） 

　市民の皆様におかれましては、平素から所沢

市議会に対しまして、深いご理解とご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。 

　このたび、第2回定例会におきまして所沢市

議会第55代議長に就任させていただきました。 

　さて、地方分権や景気低迷などにより、地方

政治の仕組みは急速に変わりつつあります。所

沢市議会でも議員自らが制定した議会基本条例

によって、一定の制度改革がおこなわれました。 

　しかし、残念ながらその権能の全てが発揮さ

れているとは言い難く、引き続き34万都市の議

事機関として求められる役割を果たすべく努力

を続けていかなければなりません。 

　そして、市民の皆様に一番近い議員である私

たちが、皆様の日々の暮らしの中に、一つでも

多くの笑顔を増やすことができてこそ、その存

在意義が認められるものと認識しております。 

　結びにあたり、市民が暮らしやすい、住んで

いることに誇りを持てるまちづくりを実現する

ために、議会機能がさらに発揮されますよう挺

身して参りますので、これからも所沢市議会に

対しまして、より一層のご関心をお寄せいただ

きますよう心よりお願い申し上げ、就任のごあ

いさつといたします。 

議長就任のあいさつ 

第
55
代
議
長
 

安
田
　
義
広
 

（
会
派
「
翔
」・
2
期
） 

第
56
代
副
議
長
 

久
保
田
茂
男
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
・
3
期
） 

　
今
回
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙

の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
一
部
変
更
・
選
任
等

が
行
わ
れ
、
新
た
に
第
5
次
所
沢
市
総

合
計
画
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
（
10
・
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

　
ま
た
、
監
査
委
員
1
名
の
退
職
に
伴

い
、
後
任
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め

る
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
谷
口

桂
子
議
員
（
公
明
党
・
3
期
）
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
委
員
2
名
の

辞
任
に
伴
い
、
小
川
京
子
議
員
（
公
明

党
・
4
期
）、
大
　
靖
治
議
員
（
自
由

民
主
党
・
3
期
）
を
委
員
と
し
て
推
薦

し
ま
し
た
。 

　平成22年第2回（6月）定例会は、6月10日から
7月1日までの22日間の会期で開かれました。 
　本会議初日、議長選挙が行われ、投票の結果、安
田義広議員（会派「翔」・2期）が当選し、第55代議
長に就任しました。 
　続いて行われた副議長選挙では、久保田茂男議員
（市民クラブ・3期）が当選し、第56代副議長に就
任しました。 

平成22年 第2回（6月）定例会 議
会
の
新
役
員
構
成
を
 

　
　
　
　
　
決
定
し
ま
し
た
 

本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
・
採
決

（
継
続
審
査
分
）
 

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定

事
件
）
 

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案

説
明
・
採
決
（
先
議
案
件
） 

  本
会
議
　
　

議
案
質
疑
 

  委
員
会
　
　

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
 

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
 

 

 本
会
議
　
　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
 

  委
員
会
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
　

審
査
 

 

 

本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
・
 

議
会
運
営
委
員
長
報
告
 

  本
会
議
　
　

討
論
・
採
決
 

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決
 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
 

採
決
 

●
６
月
１０
日
 

●
６
月
１４
日
 

●
６
月
１５
日
 

●
６
月
１７
・
１８
・
２１
〜
２３
日
 

●
６
月
２４
日
 

●
６
月
３０
日
 

●
７
月
１
日
 

てい 

しん 

予
算
関
係
 

予
算
関
係
 

第5次所沢市総合計画 

特別委員会を設置 

一般会計補正予算など 

　　　　　　議案22件を可決 

 永年にわたり市政振興に尽力した

脇晴代議員（在職11年）に全国市議

会議長会および埼玉県市議会議長会

から、また2年以上市議会議長の職

にあった秋田孝議員に埼玉県市議会

議長会からそれぞれ表彰があり、６

月定例会議場で表彰状の伝達があり

ました。 

表彰状の伝達 

平成22年（2010年）8月6日 ところざわ市議会だより 

（3） 

　市長からは、補正予算1件、条例関係6件、

専決処分の承認3件など、計21件の議案が提

出されました。 

　提出された議案はすべて可決し、第1回（3 

月）定例会で継続審査とされた議案第26号も

可決しました。 

　議員からは、「第5次所沢市総合計画特別委

員会の設置について」や意見書など、4件の

議案が提出され、いずれも可決しました。 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
1
、

4
7
1
万
4
千
円
の
増
額
を
行
っ
た
も

の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
8
3
 

7
億
4
、
8
7
1
万
4
千
円
に
な
り
ま

し
た
。 

　
お
も
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

■
農
地
基
本
台
帳
整
備
事
業
 

1
1
8
万
6
千
円
 

　
農
地
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
農
地
基

本
台
帳
へ
の
記
載
事
項
が
増
加
し
た
こ

と
や
、
本
年
度
か
ら
開
始
す
る
農
地
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
情
報
を
台
帳
に
速
や
か

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
農
地
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
向
け
、
臨
時
職
員

を
雇
用
し
ま
す
。 

■
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理
方
法
の
 

　
変
更
に
関
す
る
事
業
 

増
額
分
　
　
　
3
、
6
9
6
万
9
千
円
 

減
額
分
▲
1
億
5
、
7
0
3
万
2
千
円
 

差
引
　
▲
1
億
2
、
0
0
6
万
3
千
円
 

　
従
来
埋
め
立
て
処
理
を
行
っ
て
い
た

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
本
年
10
月
1
日

か
ら
焼
却
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕
費
、

排
ガ
ス
等
測
定
分
析
業
務
委
託
料
、
温

暖
化
防
止
活
動
奨
励
金
、
お
ひ
さ
ま
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
事
業
費
補
助
金
等

が
増
額
に
、
一
般
廃
棄
物
処
分
等
業
務

委
託
料
（
埋
め
立
て
経
費
）、
環
境
保

全
協
力
金
等
が
減
額
に
な
り
ま
す
。 

　
第
4
次
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
に
は
脱
焼
却
・
脱
埋
め
立

て
、
後
期
基
本
計
画
に
は
温
暖
化
防
止

の
記
述
が
あ
る
。
廃
プ
ラ
焼
却
は
こ
れ

ら
の
方
針
に
逆
行
し
な
い
の
か
。 

　
脱
焼
却
・
脱
埋
め
立
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
循
環
型
社
会
の
形
成
の
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
、
本
市
の
廃
棄

物
行
政
も
基
本
理
念
に
沿
っ
て
い
る
。 

■
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
 

6
、
4
0
6
万
4
千
円
 

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
国
で
予
算
措
置

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
定
の
年
齢
に

達
し
た
女
性
に
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
の
自
己
負
担
を
免
除
す
る
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
等
を
送
付
し
、
受
診
促
進

を
図
る
も
の
で
す
。 

■
一
時
・
特
定
保
育
事
業
　
　
　
　
　
 

9
5
7
万
6
千
円
 

　
公
立
保
育
園
2
園
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

等
を
利
用
し
て
新
た
に
一
時
預
か
り
事

業
・
特
定
保
育
事
業
を
実
施
し
、
1
日

あ
た
り
児
童
20
名
を
受
け
入
れ
ま
す
。 



条
例
関
係
 

条
例
関
係
 

議
員
提
出
議
案
 

議
員
提
出
議
案
 

専
決
処
分
の
承
認
 

専
決
処
分
の
承
認
 

人
事
・
そ
の
他
の
議
案
 

人
事
・
そ
の
他
の
議
案
 

▲市立上新井小学校 
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■ 平成22年度所沢市一般会計補正予算（第1号） 
（廃プラスチック類焼却関連） 

討 論 討 論 

●反対● 
・第 4次総合計画等、市の計画との

整合性が取れていない。実証試験

の方法や評価には、第三者的視点

が乏しいと異論が出ている。市民

への説明責任と合意形成も不十分

で地球温暖化防止にも逆行する。 

・埋め立てを前提とした当初予算の

議決後間もない焼却への方針変更

など、住民自治の否定である。緑

の保全の予算は温暖化防止目的で 

●賛成● 
・市と議会が粛々と進めてきた自区

内処理・脱埋め立て・脱焼却の廃

棄物行政実施への通過点であり、

削減された埋め立て費用約1億５

千万円の経費は、温暖化防止や緑

の保全に生かされている。東部ク

リーンセンター環境保全委員会で

も廃プラ焼却を了解している。 

■ 所沢市防犯のまちづくり推進条例制定 
●反対● 
・本条例は理念条例で、具体的で実

効的な支援の規定が求められる。 

・条例化に違和感を覚える。市民の

日常活動を拘束する条項にも反対

する。 

・県条例の制定や、本市の犯罪の減

少傾向から、制定の必要はない。 

●賛成● 
・市民が自らの地域を守ることに対

して市が支援を行う法的根拠を示

したものであり、本条例に実効性

を持たせるのは市民一人ひとりで

ある。また市民に強制する事項は

なく、市民の自発的な意思を尊重

するものである。 

■ 所沢市税条例の一部を改正する条例制定 
●反対● 

・子ども手当の満額支給は絶望的で

個人市民税の増税だけが続く。増

税関連路線への入り口である。 

●賛成● 

・今回の条例改正により、低所得者

層に係る所得割の非課税措置が継

続されるため、必要である。 

議案に します 賛成×反対 議案に します 賛成×反対 

■
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
 

3
、
4
4
0
万
7
千
円
 

　
入
所
児
童
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

上
新
井
児
童
ク
ラ
ブ
の
大
規
模
化
解
消

を
図
る
た
め
、
上
新
井
小
学
校
の
敷
地

内
に
（
仮
称
）
第
2
上
新
井
児
童
ク
ラ

ブ
を
建
設
し
ま
す
。 

              　
新
規
の
制
定
が
2
件
、
一
部
改
正
が

3
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

■
所
沢
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
 

　
関
す
る
条
例
 

　
放
置
さ
れ
た
空
き
家
等
の
管
理
不
全

に
よ
る
近
隣
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
所
有
者
等
に
適
正
な
維
持
管
理

を
求
め
、
生
活
環
境
の
保
全
と
防
犯
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

■
所
沢
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
　

　
条
例
 

　
市
、
市
民
、
事
業
者
、
土
地
建
物
所

有
者
等
が
連
携
し
た
防
犯
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
的
と
し
ま
す
。 

　
市
民
に
対
し
て
求
め
る
度
合

い
の
強
い
条
文
が
あ
る
が
、
地

域
の
自
主
的
な
防
犯
活
動
に
な
じ
ま
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

　
市
民
の
責
務
の
内
容
は
、
あ

く
ま
で
も
市
民
の
自
主
的
な
取

り
組
み
を
前
提
と
し
て
お
り
、
義
務
と

し
て
課
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

   　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

沢
市
税
条
例
、
所
沢
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
各
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
関
す
る
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
所
沢
商
工
会
議
所
の
商
工
会

館
取
得
補
助
金
支
出
の
件
で
関
係
者
に

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年

5
月
分
の
市
長
の
給
料
を
10
パ
ー
セ
ン

ト
減
額
、
副
市
長
の
給
料
を
5
パ
ー
セ

ン
ト
減
額
と
し
た
、
所
沢
市
市
長
等
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
に
関

す
る
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。 

   ■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
 

・
須
藤
と
く
子
氏
（
山
口
／
新
任
） 

・
川
地
康
子
氏
（
糀
谷
／
新
任
） 

・
藤
原
潤
一
郎
氏
（
中
新
井
／
新
任
） 

・
木
持
弘
年
氏
（
山
口
／
新
任
） 

■
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
 

　
規
約
変
更
 

■
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て
 

■
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
に
つ
い
て
 

■
市
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
2
路
線
 

■
市
道
路
線
の
廃
止
　
　
　
　
1
路
線
 

     　
 

  　
議
員
か
ら
は
、
第
5
次
所
沢
市
総
合

計
画
特
別
委
員
会
の
設
置
の
ほ
か
、
意

見
書
3
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見

書
は
、「
R
S
D（
C
R
P
S
）
の
難
病

指
定
を
求
め
る
意
見
書
」、「
保
育
制
度

改
革
に
関
す
る
意
見
書
」、「
発
達
障
が

い
や
、
そ
の
他
文
字
を
認
識
す
る
こ
と

に
困
難
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普

及
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」
の
3
件
で

す
。 

　はなく、財源変更の理由はない。 

ところざわ市議会だより 
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松
　
本
　
元
　
伸 

会
派
「
礎
」 

共
　
生 

自由 
民主党 

民主ネット 
リベラル 

会派 
「翔」 

日本共産党 公明党 市民クラブ 

■本会議において賛否が分かれた審議結果〔平成２２年第2回定例会〕 ○：賛成　×：反対 

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全議案（２９件）の審議結果は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。 

議　案 

番号等 

久
保
田
　
茂
　
男 

荻
　
野
　
泰
　
男 

杉
　
田
　
忠
　
彦 

大
　
石
　
健
　
一 

島
　
村
　
省
　
吾 

岡
　
田
　
静
　
佳 

秋
　
田
　
　
　
孝 

福
　
原
　
浩
　
昭 

村
　
上
　
　
　
浩 

吉
　
村
　
健
　
一 

西
　
沢
　
一
　
郎 

谷
　
口
　
桂
　
子 

荒
　
川
　
　
　
広 

菅
　
原
　
恵
　
子 

矢
　
作
　
い
づ
み 

城
　
下
　
師
　
子 

小
　
林
　
澄
　
子 

平
　
井
　
明
　
美 

安
　
田
　
義
　
広 

桑
　
畠
　
健
　
也 

中
　
村
　
　
　
太 

高
　
田
　
昌
　
彦 

浅
　
野
　
美
恵
子 

末
　
吉
　
美
帆
子 

石
　
本
　
亮
　
三 

赤
　
川
　
洋
　
二 

浜
　
野
　
好
　
明 

石
　
井
　
　
　
弘 

村
　
田
　
哲
　
一 

水
　
村
　
篤
　
弘 

脇
　
　
　
晴
　
代 

民
主
党 

○ 第５６号 
所沢市税条例の一部を改正する条例制定につ
いて 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

○ 第５２号 所沢市防犯のまちづくり推進条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第５１号 平成２２年度所沢市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

結
　
　
　
果 

大
　
　
　
靖
　
治 

（
　
議
　
　
長
　
） 

4 月 2 日　代表者会議 
　　12日　総務常任委員会 
　　15日　議会報・図書室委員会 
　　21日　教育福祉常任委員会 
　　　　　建設水道常任委員会 
　　　　　市民環境常任委員会視察 
　　22日　総務常任委員会 
　　23日　議会運営委員会 
5 月 7 日　代表者会議 
　　11日　議会運営委員会 
　　　　　市民環境常任委員会 
　　12日　議会報告会 
　　　　（於：市役所全員協議会室） 
　　15日　議会報告会 
　　　　（於：中央公民館ホール） 
　　20日　総務常任委員会視察 
　　　　　教育福祉常任委員会視察 
　　24日　代表者会議 
6 月 3 日　代表者会議 
　　　　　議会運営委員会 
6 月 7 日　代表者会議 
6月10日～ 7月 1日　第 2回定例会 
6 月18日・30日　議会報・図書室委員会 

▲ ▲ ▲ ▲

　平成22年5月20日に開催された教育福祉常任委員会において、事業開始5年目
を経過した所沢市教育委員会の独自事業である「学びノート」について審査した。
結果、「今後のあり方について」提案する。 
　英語学びノートについては一定の評価が得られたが、国語、算数、数学につ
いては積極的に評価する意見はなかった。中には、「利用せずにそのまま放置し
ている家庭もある」との意見もあった。委員会としては、英語を除く、国語、
算数、数学については事業の存続も含め、何らかの改善をすべきとの結論に達
した。委員会において指摘された事項は 
１．当初、自主教材として構想されたが、その後利用が低迷した為、授業で
の活用も目指す事になった。その事がこのノートの成果をあいまいにして
いるのではないか。 

２．アンケート調査など保護者や現場の先生など、利用者の声を反映させる
工夫をほとんどしてこなかったのではないか。 

３．利用対象を学力の底上げに加えて、より発展的な学習もできる内容を加
えるなど、編集の方向性に混乱があるのではないか。 
４．副教材などの費用負担を抑制する目的には達していないのではないか、
などであった。 

　今後の改善にあたっては、現状のままの事業続行は容認しがたいので委員会
で出された意見を4点提案する。 
１．英語学びノートのように、利用対象や目的を絞り込む。 
２．現状の全員配布から、製本配布を希望しない利用者には配布しない制度
を設ける。 

３．著作権料の支払いも含め、教科書準拠の内容とする。 
４．廃止すると言う選択肢もあるのではないか。 

以上 

「学びノート」事業の今後のあり方（提言） 

   ■
総
務
常
任
委
員
会
 

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
議
案
第
26

号
に
つ
い
て
、
外
部
監
査
制
度
を
導
入

し
て
い
る
八
王
子
市
へ
の
視
察
を
含
め

審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
4
次
所
沢

市
総
合
計
画
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。 

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
地
域
福
祉
事
業
及
び
保
育
事
業
に
つ

い
て
、
第
4
次
総
合
計
画
の
総
括
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
「
学
校
教
育
に
つ
い

て
」
の
総
括
は
、
市
立
和
田
小
学
校
の

自
校
給
食
を
視
察
し
た
後
、
学
び
ノ
ー

ト
に
つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
（
本

ペ
ー
ジ
中
段
参
照
）。 

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会
 

　
所
沢
総
合
食
品
地
方
卸
売
市
場
の
現

状
に
つ
い
て
、
現
地
を
視
察
し
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
プ
ラ
の
処

理
方
法
を
埋
立
か
ら
焼
却
へ
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会
 

　
第
4
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
計
画

の
中
柱
ご
と
に
達
成
度
合
い
の
自
己
評

価
等
を
記
載
し
た
報
告
書
に
基
づ
き
、

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

■
議
会
運
営
委
員
会
 

　
過
去
1
年
間
の
議
会
改
革
評
価
に
関

す
る
報
告
書
を
全
会
一
致
で
了
承
し
、

毎
年
6
月
定
例
会
前
の
時
期
に
議
会
改

革
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 閉

会
中
の
議
会
活
動
 

小
　
川
　
京
　
子 

平成22年（2010年）8月6日 



質
問
者
 

新
設
児
童
ク
ラ
ブ
の
 

　
　
保
育
内
容
充
実
の
た
め
に
 

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み
 

質
問
者
 

和
解
の
合
意
内
容
に
 

　
　
　
　
　
　
沿
っ
た
議
論
を
 

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子
 

質
問
者
 

保
育
園
の
夕
食
提
供
を
 

　
　
　
安
易
に
し
て
い
な
い
か
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

浅
野
美
恵
子
 

質
問
者
 

待
機
児
解
消
に
向
け
た
 

　
　
　
　
　
　
方
法
の
検
討
を
 

会
派
「
翔
」　
高
田
昌
彦
 

質
問
者
 

本
市
に
保
健
所
を
 

　
　
　
　
　
　
取
り
戻
す
に
は
 

日
本
共
産
党
　
菅
原
恵
子
 

質
問
者
 

社
会
参
加
に
向
け
 

　
　
　
　
　
交
通
費
の
割
引
を
 

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子
 

質
問
者
 

貸
金
業
法
改
正
に
伴
う
 

 
 
 
 
 
 
 
相
談
体
制
は
 

公
明
党
　
吉
村
健
一
 

質
問
者
 

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
 

　
　
　
　
　
繰
出
に
ル
ー
ル
を
 

自
由
民
主
党
　
浜
野
好
明
 

質
問
者
 

中
核
市
移
行
に
よ
る
 

 
 
 
 
 
財
政
的
影
響
は
？
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

石
本
亮
三
 

質
問
者
 

「
ふ
ら
っ
と
」
を
利
用
す
る
 

 
 
 
 
団
体
登
録
の
基
準
は
 

会
派
「
翔
」　
中
村
　
太
 

質
問
者
 

財
政
面
で
の
 

 「
自
立
都
市
」を
目
指
す
に
は
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男
 

質
問
者
 

企
業
誘
致
や
雇
用
創
出
に
 

 
 
 
 
向
け
た
取
り
組
み
は
 

民
主
党
　
水
村
篤
弘
 

▲男女共同参画推進センター「ふらっと」 
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市
政
に
対
す
る 

　6月議会では、24人が
一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの
質問項目中1項目だけが
掲載されています。 
　なお、すべての質問項
目は市議会ホームページ
でご覧になれます。 

　
 

        議
員
　
本
市
が
保
健
所
を
持
つ
こ
と
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
部
署

が
ど
の
よ
う
に
検
討
や
検
証
を
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
保
健
所
に
比
べ
保
健

セ
ン
タ
ー
が
手
狭
だ
と
い
う
声
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
。 

市
長
　
市
が
保
健
所
業
務
を
行
う
た
め

に
は
、
中
核
市
も
し
く
は
保
健
所
政
令

市
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、

財
政
負
担
や
保
健
所
の
設
置
場
所
、
専

門
職
を
含
む
多
く
の
人
員
の
確
保
等
、

事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が
多
い
。
現
在

庁
内
に
中
核
市
移
行
に
関
し
て
検
討
す

る
組
織
を
設
置
し
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
る
た
め
、
報
告
を
待
っ
て
今
後
の

方
向
性
を
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。 

 　
 

   議
員
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

保
持
者
は
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
手
帳

を
所
持
し
て
い
な
い
精
神
障
害
に
よ
る

引
き
こ
も
り
も
推
計
9
7
6
世
帯
と
大

変
多
い
。
国
は
精
神
障
害
者
の
退
院
を

促
進
し
て
い
る
が
、
地
域
で
受
け
入
れ

態
勢
を
作
る
こ
と
も
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
精
神
障
害
者
は
医
療
と
切
り
離
す

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
通
院
あ

る
い
は
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
、
電

車
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
割
引

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
検
討
で

き
な
い
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
と
こ
ろ
バ
ス
は
無
料

扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
、
バ
ス
等

の
公
共
交
通
機
関
の
割
引
制
度
導
入
は

運
営
会
社
の
規
則
に
よ
り
対
象
や
内
容

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
拡
大
は
各

社
の
判
断
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
一
律
の

改
定
は
難
し
い
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に

よ
る
補
助
は
、
社
会
状
況
の
変
化
や
近

隣
自
治
体
に
お
け
る
制
度
内
容
な
ど
情

報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
認
可
保
育
園
、
公
立
・
市
立
保

育
園
は
国
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
制
度
改
革
変
更
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
。
認
可
保
育
園
を
一
気
に
増
設

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
保

育
需
要
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に

も
、
家
庭
保
育
室
や
東
京
都
が
進
め
る

認
可
保
育
園
、
地
域
の
保
育
マ
マ
さ
ん

な
ど
の
資
源
を
活
用
で
き
な
い
か
。 

市
長
　
出
産
後
も
働
け
る
、
ま
た
家
庭

と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
面
で
も
待

機
児
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、

認
可
保
育
園
の
増
設
だ
け
で
な
く
保
育

マ
マ
制
度
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
保
育

を
受
け
ら
れ
る
家
庭
保
育
室
の
充
実
に

つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

    議
員
　
本
市
で
は
、
昨
年
、
今
年
と
大

規
模
学
童
の
分
割
が
実
現
し
、
4
つ
の

学
童
が
新
設
さ
れ
た
が
、
運
営
上
の
不

明
な
点
に
つ
い
て
、
新
設
学
童
か
ら
も

と
の
学
童
に
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
市
が
委
託
し
、
培
わ
れ
た
保

育
の
質
は
、
今
後
も
継
続
し
て
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
指
導
員

へ
の
研
修
を
実
施
で
き
な
い
か
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
学
童
新
設
後
半
年
程
度
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
指
導
員
を
対
象
と
し
た
研
修
は
、

昨
年
度
は
市
で
2
回
行
い
、
県
等
が
主

催
す
る
も
の
を
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
周
知

し
て
き
た
。
ま
た
、
機
会
を
と
ら
え
各

児
童
ク
ラ
ブ
に
出
向
き
、
相
談
・
指
導

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

    議
員
　
障
害
者
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟

の
和
解
に
お
け
る
訴
訟
団
と
国
と
の
基

本
合
意
は
、
障
害
者
の
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
傷
つ
け
た
こ
と
に
対
す
る
国
の

反
省
と
謝
罪
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

廃
止
、
新
た
な
総
合
福
祉
法
の
制
定
等

で
あ
る
。
こ
の
基
本
合
意
に
沿
っ
て
、

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
で
議
論

を
き
ち
ん
と
進
め
る
よ
う
意
見
を
あ
げ

る
考
え
は
あ
る
か
。 

市
長
　
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議

は
本
年
1
月
12
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
お

り
、
6
月
7
日
ま
で
計
14
回
開
催
さ
れ

て
い
る
。
同
会
議
で
は
、
新
法
実
施
以

前
に
対
応
す
る
課
題
な
ど
、
広
範
囲
に

及
ぶ
問
題
を
根
本
か
ら
再
検
討
し
て
い

る
状
況
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
同
会

議
の
検
討
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
乳
幼
児
期
は
親
子
の
き
ず
な
を

作
る
時
期
で
あ
り
、
親
子
が
一
緒
の
時

間
を
過
ご
す
こ
と
や
、
親
の
作
っ
た
食

事
を
子
ど
も
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
公
立
保
育
園
で
預
か

る
子
ど
も
の
保
護
者
に
も
、
子
ど
も
と

一
緒
に
食
事
を
と
る
よ
う
に
指
導
を
し

て
ほ
し
い
。
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
配
慮

は
必
要
だ
が
、
保
育
園
で
の
夕
食
は
安

易
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
か
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
勤
務
先
が
子
育
て

に
理
解
あ
る
制
度
を
設
け
て
い
る
場
合

が
あ
る
一
方
で
、
職
場
や
家
庭
に
様
々

な
事
情
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
も
い
る

た
め
、
延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
夕
食
を
提
供
し
て
い
る
も

の
で
、
安
易
な
提
供
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。 

　
 

        議
員
　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
の
利
用
団
体
登
録
に
は

必
ず
し
も
男
女
共
同
参
画
と
は
関
係
な

い
登
録
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
男
女
共

同
参
画
の
定
義
づ
け
も
難
し
い
が
、
利

用
団
体
の
登
録
要
件
の
一
つ
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
推
進

活
動
を
行
う
団
体
と
そ
う
で
な
い
団
体

の
区
別
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。 

総
合
政
策
部
長
　
男
女
共
同
参
画
の
意

識
啓
発
も
含
め
、
利
用
登
録
団
体
と
「
ふ

ら
っ
と
」
が
協
働
し
て
活
動
す
る
こ
と
 

で
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
登
録
団

体
が
「
ふ
ら
っ
と
」
サ
ポ
ー
タ
ー
等
を

組
織
し
事
業
を
補
助
し
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
の

継
続
的
実
施
と
「
ふ
ら
っ
と
」
の
事
業

に
参
加
・
協
力
で
き
る
団
体
も
含
め
、

要
綱
に
基
づ
き
判
定
し
て
い
る
。 

    議
員
　
本
市
の
歳
入
の
柱
は
約
6
割
を

占
め
る
市
税
で
あ
る
が
、
将
来
の
財
源

確
保
に
は
個
人
市
民
税
と
法
人
市
民
税

の
動
向
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
長
期
財

政
計
画
に
は
「
優
良
企
業
誘
致
を
推
進

す
る
」、「
商
工
業
を
発
展
・
活
性
化
さ

せ
、
長
期
的
な
税
収
増
加
を
図
る
」
と

あ
り
、
第
5
次
総
合
計
画
基
本
構
想
素

案
（
案
）
に
は
「
自
立
都
市
」
実
現
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。
財
政
面
の
「
自
立

都
市
」
を
目
指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
か
。 

市
長
　
人
口
34
万
人
規
模
の
維
持
や
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
。 

本
市
に
は
狭
山
茶
、
里
芋
な
ど
の
農
産

物
や
、
焼
だ
ん
ご
、
手
打
ち
う
ど
ん
な

ど
の
味
覚
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、

埼
玉
ブ
ロ
ン
コ
ス
と
い
う
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

資
源
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
所
沢
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
も

「
自
立
都
市
」
へ
の
道
筋
と
考
え
る
。 

    議
員
　
本
市
の
人
口
は
今
後
減
少
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
創
出
に
よ
り
生
産
年
齢
人
口
を
増

や
す
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
人
口

の
増
加
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
実

現
す
る
。
本
市
の
商
工
業
の
現
状
と
傾

向
、
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た

企
業
誘
致
や
雇
用
創
出
へ
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

市
民
経
済
部
長
　
工
業
で
は
、
中
国
等

の
新
興
国
の
工
業
力
が
高
ま
り
、
日
本

製
品
の
国
際
競
争
力
が
失
わ
れ
た
こ
と

が
影
響
し
て
き
た
。
商
業
で
は
、
大
型

商
業
施
設
の
進
出
や
通
信
販
売
の
普
及

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

市
長
　
現
在
の
社
会
経
済
状
況
で
は
優

良
企
業
の
誘
致
は
厳
し
い
。
ま
た
、
土

地
利
用
見
直
し
が
重
要
な
た
め
、
市
全

体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
商
工
会
議

所
な
ど
と
の
情
報
交
換
を
進
め
た
い
。 

    議
員
　
本
市
が
中
核
市
に
移
行
し
た
場

合
、
財
政
的
負
担
の
発
生
や
事
務
量
増

加
に
よ
る
職
員
定
数
の
増
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
現
在
は
国
や
県
か
ら
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
中
核
市
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
止
と
な
る
も

の
も
あ
る
。
経
常
経
費
の
増
と
補
助
金

の
減
、
ま
た
職
員
数
の
増
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
。 

総
合
政
策
部
長
　
他
市
の
例
か
ら
推
測

す
る
と
、
経
常
経
費
で
約
10
億
円
の
増

と
な
る
。
職
員
数
は
保
健
所
業
務
で
40

名
程
度
、
そ
の
他
の
業
務
で
10
名
か
ら

20
名
程
度
の
増
と
な
る
。
中
核
市
へ
移

行
す
る
と
普
通
地
方
交
付
税
の
算
定
基

準
が
変
わ
り
、
交
付
税
が
増
額
と
な
る

が
、
本
市
は
従
来
か
ら
不
交
付
団
体
で

あ
り
、
中
核
市
へ
移
行
後
も
交
付
さ
れ

る
可
能
性
は
低
い
。
補
助
金
は
、
数
億

円
単
位
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。
歳
出

増
と
歳
入
減
に
つ
い
て
国
・
県
の
特
別

な
措
置
は
見
込
め
な
い
の
で
大
き
く
予

算
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。 

    議
員
　
改
正
貸
金
業
法
の
完
全
施
行
に

よ
り
、
年
収
の
3
分
の
1
ま
で
の
総
量

規
制
と
、
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
が
決

ま
っ
た
。
し
か
し
、
不
況
の
中
で
低
所

得
者
や
中
小
企
業
、
つ
な
ぎ
資
金
利
用

者
な
ど
が
ヤ
ミ
金
融
に
走
る
な
ど
の
副

作
用
も
あ
る
と
思
う
が
、
市
と
し
て
の

相
談
窓
口
体
制
の
現
状
は
ど
う
か
。 

市
民
経
済
部
長
　
既
に
改
正
貸
金
業
法

の
施
行
に
伴
う
多
重
債
務
者
の
相
談
窓

口
と
し
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談

員
2
名
が
毎
日
対
応
し
て
い
る
。
ま
た

市
民
相
談
窓
口
で
も
毎
日
2
〜
3
名
が

対
応
し
て
お
り
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
弁
護
士
相
談
や
司
法
書
士
相
談
に
つ

な
げ
て
対
応
し
て
い
る
。 

    議
員
　
こ
こ
数
年
間
の
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
一
般
会
計
繰
出
金
は
、
4
億

数
千
万
円
で
推
移
し
て
い
る
が
、
小
児
 

科
24
時
間
3
6
5
日
の
体
制
を
整
え
る

こ
と
で
、
今
後
繰
入
金
が
集
中
し
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
繰
出
金
額

が
5
億
円
、
6
億
円
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
市
民
が
許
し
て
く
れ
る
か
。
あ
る

程
度
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

副
市
長
　
現
在
の
繰
入
金
は
小
児
科
医

療
等
の
赤
字
部
分
の
補
填
と
、
病
院
事
 

業
全
体
へ
の
補
助
金
で
あ
る
。
小
児
初

期
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
は
、
人
材

や
設
備
へ
の
投
資
が
必
要
な
た
め
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
欠
損
金
を
累

積
し
な
い
よ
う
繰
り
入
れ
て
い
る
。
今

後
は
学
識
経
験
者
等
に
よ
り
運
営
委
員

会
を
組
織
し
、
経
費
負
担
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

平成22年（2010年）8月6日 



質
問
者
 

パ
イ
オ
ニ
ア
跡
地
開
発
 

　
　
　
　
今
後
の
市
の
対
応
は
 

質
問
者
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦
 

質
問
者
 

舗
装
に
よ
り
 

　
　
　
通
行
し
や
す
い
道
路
に
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
岡
田
静
佳
 

質
問
者
 

市
斎
場
で
の
 

　
　
ペ
ッ
ト
火
葬
の
方
向
性
は
 

公
明
党
　
福
原
浩
昭
 

質
問
者
 

飼
い
主
の
意
識
啓
発
で
 

　
　
　
　
　
終
生
飼
養
を
促
進
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

末
吉
美
帆
子
 

質
問
者
 

地
下
水
や
湧
水
の
 

　
　
　
継
続
的
な
情
報
整
理
を
 

共
生
　
脇
　
晴
代
 

民
主
党
　
村
田
哲
一
 

地
下
鉄
　
号
線
延
伸
 

　
　
　
実
現
へ
の
取
り
組
み
は
 

12

質
問
者
 

航
空
記
念
公
園
に
 

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を
 

公
明
党
　
西
沢
一
郎
 

質
問
者
 

北
秋
津
区
画
整
理
構
想
を
 

　
　
　
　
　
　
住
民
参
加
型
に
 

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広
 

質
問
者
 

小
・
中
学
校
へ
の
 

　
　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
は
 

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美
 

質
問
者
 

「
ゆ
と
り
教
育
」
を
 

　
　
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
 

自
由
民
主
党
　
石
井
　
弘
 

質
問
者
 

武
道
科
目
必
修
化
に
お
け
る
 

　
　
　
　
　
　
　
指
導
体
制
は
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一
 

質
問
者
 

学
校
給
食
費
を
 

　
　
　
公
会
計
化
で
き
な
い
か
 

会
派
「
翔
」　
桑
畠
健
也
 ▲現在のパイオニア跡地（花園） 

▲東所沢駅 

▲所沢航空記念公園運動場（並木） 

ところざわ市議会だより 

（9） 

　
 

   議
員
　
パ
イ
オ
ニ
ア
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
は
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
計
画
に
は
、
周
辺
の
道
路

の
拡
幅
や
歩
道
整
備
、
ま
た
雨
水
対
策

や
新
た
な
道
路
設
置
等
の
予
定
が
含
ま

れ
て
い
た
。
今
後
、
新
た
な
開
発
計
画

が
出
る
場
合
に
は
、
い
く
つ
か
に
分
割

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の

場
合
に
市
は
行
政
指
導
が
で
き
る
か
。 

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
に
は
、
大
規
模
用
地
の
一
体
利
用
と

い
う
こ
と
で
、
街
づ
く
り
条
例
の
整
備

水
準
を
上
回
る
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
今
後
、
敷
地
が
分
割
さ
れ
て
売
却

さ
れ
た
場
合
は
、
開
発
も
そ
れ
ぞ
れ
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
同
レ
ベ
ル
の
整
備

は
難
し
い
が
、
街
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
関
係
各
課
で
連
携
を
と
り
要
望
し
て

い
き
た
い
。 

    議
員
　
生
物
多
様
性
の
基
本
は
水
環
境

の
保
全
で
あ
る
。
地
下
水
と
湧
水
の
継

続
的
な
測
定
や
情
報
整
理
を
行
い
、
地

下
水
に
対
す
る
市
民
の
理
解
や
関
心
を

深
め
な
が
ら
保
全
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
市
民
団
体
や
事

業
者
と
協
力
し
て
環
境
市
民
会
議
の
よ

う
な
形
を
組
織
し
、
地
下
水
や
湧
水
の

継
続
的
な
測
定
や
情
報
整
理
を
実
施
で

き
な
い
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
地
下
水
や
湧
水

等
の
水
環
境
は
、
自
然
環
境
を
構
成
す

る
重
要
な
要
素
と
認
識
し
て
い
る
。
昨

年
実
施
し
た
緑
の
基
本
計
画
基
礎
調
査

で
も
、
市
民
か
ら
湧
水
の
情
報
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
情
報
の
整
理
や
把
握
を
行
い

な
が
ら
、
水
環
境
に
関
す
る
情
報
を
集

積
し
、
保
全
に
努
め
て
い
く
。 

    議
員
　
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
中
、
ペ
ッ
ト

は
家
族
の
一
員
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

て
い
る
。
県
内
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
市
の

斎
場
で
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

今
後
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
の
需
用
は
増
え

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
で
も

市
斎
場
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。 

市
民
経
済
部
長
　
ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
対

応
す
る
場
合
、
専
用
の
火
葬
炉
等
を
設

置
し
、
独
立
し
た
施
設
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
所
沢
市
斎
場

は
利
用
率
が
高
い
一
方
、
式
場
や
待
合

室
等
の
施
設
が
手
狭
で
老
朽
化
し
て
お

り
、
ペ
ッ
ト
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
は
、
動
物
用
の
火
葬
炉
を
併
設

し
た
近
隣
の
公
営
火
葬
場
等
を
案
内
し

て
い
る
。 

    議
員
　
県
は
犬
の
殺
処
分
半
減
を
掲
げ

て
お
り
、
大
変
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
殺
処
分
ゼ
ロ
で
有
名
な
熊
本
市

は
、
安
易
に
遺
棄
す
る
飼
い
主
に
対
し

説
得
、
説
明
し
て
い
る
。
本
市
で
も
終

生
飼
養
の
啓
発
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
、
新
た
な
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
等
に
限
り
、
犬
の
譲
渡
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
告
知
で
き
な
い
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
犬
の
登
録
申
請

時
に
配
布
す
る
冊
子
に
飼
い
主
の
心
構

え
を
記
載
し
、
終
生
飼
養
を
促
す
と
と

も
に
、
犬
が
捨
て
ら
れ
そ
う
な
場
所
に

終
生
飼
養
に
関
す
る
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
も
飼
い
主
の
意
識
啓
発
に

努
め
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知

は
、
遺
棄
の
防
止
や
動
物
愛
護
の
意
識

高
揚
の
面
か
ら
一
つ
の
方
策
で
あ
り
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
向
陽
町
三
商
団
地
に
は
大
型
車

が
入
れ
る
道
が
な
く
、
救
急
車
の
到
着

に
も
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
方
通
行
道
路
が
多
く
、
町
内
を
一
周

し
な
い
と
目
的
地
に
行
け
な
い
場
合
が

あ
る
な
ど
、
不
便
で
あ
る
。
向
陽
町
南

側
か
ら
所
沢
狭
山
線
の
本
橋
交
差
点
ま

で
の
砂
川
堀
雨
水
幹
線
上
に
道
路
舗
装

を
し
、
一
方
通
行
を
解
除
し
、
大
型
車

が
入
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。 

下
水
道
部
長
　
砂
川
堀
を
覆
蓋
化
し
道

路
を
設
置
す
る
と
、
水
路
の
維
持
管
理

に
支
障
を
生
じ
、
水
路
に
隣
接
す
る
住

民
が
生
活
上
の
不
安
を
感
じ
る
こ
と
、

車
道
部
分
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
新
た
 

な
交
通
上
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
、
検
討
課
題
は
多
い
と
考
え
る
。 

    議
員
　
次
期
交
通
政
策
審
議
会
が
平
成

27
年
度
に
開
催
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
も
う
あ
と
5
年
し
か
な
い
と
考
え

る
と
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。 

市
長
　
鉄
道
は
他
の
路
線
と
連
結
し
て

相
乗
効
果
を
生
む
と
考
え
る
の
で
、
東

所
沢
駅
ま
で
の
延
伸
が
利
用
客
増
加
や

利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
自
動
車

通
勤
者
が
鉄
道
利
用
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
環
境
面
で
も
良
い
こ
と
な
の
で
、

次
期
交
通
政
策
審
議
会
に
向
け
、
東
京

都
や
埼
玉
県
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く

協
力
要
請
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
て
い
る
。 

平成22年（2010年）8月6日 
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        議
員
　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
「
ゆ

と
り
教
育
」
が
、
新
学
習
指
導
要
領
で

は
「
生
き
る
力
」
と
位
置
づ
け
を
変
え

た
。「
ゆ
と
り
教
育
」
の
提
案
自
体
に

問
題
点
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
趣
旨

の
理
解
徹
底
や
運
用
面
で
配
慮
に
欠
け

た
点
は
反
省
す
べ
き
と
考
え
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
こ
の
「
ゆ
と
り
教
育
」

を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。 

教
育
長
　
ゆ
と
り
の
中
で
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
と
い
う
国
の
方
針
を
受
け
、

本
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
方
向
性
に
間

違
い
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
も

ゆ
と
り
や
詰
め
込
み
に
偏
る
こ
と
な
く

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身

に
付
け
て
、
考
え
、
判
断
し
、
表
現
す

る
力
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

    議
員
　
学
習
指
導
要
綱
の
改
正
に
よ
り

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
の
武
道
が
必

修
科
目
と
な
る
が
、
指
導
体
制
は
ど
う

か
。
ビ
デ
オ
等
を
用
い
る
指
導
で
は
な

く
、
生
身
の
指
導
者
か
ら
礼
儀
や
受
け

身
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
柔

道
連
盟
等
に
所
属
す
る
柔
道
経
験
者
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。 

学
校
教
育
部
長
　
指
導
者
に
対
し
、
教

員
研
修
会
で
武
道
の
必
修
化
の
趣
旨
や

授
業
の
進
め
方
を
指
導
す
る
と
と
も
に

県
主
催
の
実
技
指
導
者
講
習
会
等
へ
積

極
的
に
教
員
を
派
遣
し
、
実
技
指
導
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
中
学

校
の
武
道
指
導
が
安
全
か
つ
円
滑
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携
し

教
員
研
修
や
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。 

    議
員
　
本
市
の
学
校
給
食
費
の
滞
納
状

況
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
給
食
費
会

計
は
現
在
私
会
計
で
取
り
扱
わ
れ
て
お

り
、
未
納
者
へ
の
徴
収
事
務
を
学
校
側

が
行
う
こ
と
で
、
本
来
教
育
に
充
て
る

べ
き
時
間
が
割
か
れ
て
い
る
。
校
長
会

等
で
も
公
会
計
化
を
求
め
る
意
見
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
給
食
費
を
公
会
計
化
で

き
な
い
か
。 

学
校
教
育
部
長
　
平
成
21
年
度
の
滞
納

額
は
約
1
8
1
万
円
で
、
滞
納
率
は
0
・

14
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
給
食
費
を
公

会
計
化
す
る
こ
と
に
よ
る
学
校
事
務
の

負
担
軽
減
や
、
会
計
の
透
明
性
の
向
上

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
認
識
し
て
い
る
が
、

様
々
な
課
題
も
あ
る
た
め
、
関
係
部
署

と
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。 

            議
員
　
以
前
夏
の
小
学
校
を
視
察
し
た

際
、
教
室
の
温
度
は
38
度
に
も
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
汗
で
プ
リ
ン
ト

が
濡
れ
て
文
字
を
書
け
な
か
っ
た
。
思

考
が
止
ま
っ
た
状
況
で
あ
り
、
授
業
が

で
き
る
環
境
で
は
な
い
と
い
う
先
生
の

声
も
あ
っ
た
。
防
音
校
舎
と
し
て
暖
房

を
設
置
し
た
学
校
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
エ
ア
コ
ン

設
置
計
画
は
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
市
内
に
29
校
あ
る
防

音
校
舎
に
つ
い
て
も
防
衛
省
の
補
助
金

を
活
用
し
平
成
18
年
度
よ
り
順
次
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
は
狭
山
ケ
丘
中
学
校
と
北
中
小
学

校
の
全
教
室
に
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
後
は
航
空
機
騒
音
の
影
響
や
機
器

設
備
の
老
朽
化
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら

防
衛
省
と
協
議
を
進
め
た
い
。 

    議
員
　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
県
に
対

し
、
航
空
記
念
公
園
運
動
場
に
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
と
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
併
設
し
た

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
す
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。
所
沢
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
に
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
を
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
論

議
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
県
と
の
協
議

に
向
け
、
市
の
整
備
計
画
を
す
ぐ
に
作

成
す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

            教
育
総
務
部
長
　
具
体
的
な
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
が
整
備
計

画
を
作
成
す
る
前
に
、
県
の
受
け
入
れ

態
勢
等
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

県
の
意
向
を
確
認
し
、
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
現
実
的
な
市
の
考
え
方

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。 

         議
員
　
北
秋
津
内
の
区
画
整
理
構
想
が

提
示
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、
住
民
説
明

会
を
開
い
て
も
出
席
状
況
が
悪
く
、
住

民
の
関
心
も
薄
い
よ
う
で
あ
る
。
市
は

区
画
整
理
構
想
を
あ
き
ら
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方
に
手
法
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
住
民
自
身
で
構
築
す
る
こ
と
を
支
援

で
き
な
い
か
。 

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
当
該
地
区
は
所

沢
駅
に
近
く
利
便
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
、
計
画
的
整
備
に
よ
り
良
好
な
住

環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
人
口

減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
る
が
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
標
ぼ
う

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
創
意
工
夫
や
支

援
に
つ
い
て
、
ご
提
言
の
趣
旨
を
考
慮

し
、
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 



こ 

ひろし 

よ 

こ 

（11） 

平成22年（2010年）8月6日 ところざわ市議会だより 

市民環境常任委員会 

環境対策、ごみ対策、リサイク
ル、商業、農業、交通、国保年
金等に関することを審査します。 

◎矢作いづみ　○石井　　弘 
　脇　　晴代　　城下　師子 
　杉田　忠彦　　桑畠　健也 
　浅野美恵子　　村田　哲一 
西沢　一郎　　　　　　 

教育福祉常任委員会 

小・中学校の教育、公民館、図
書館、福祉、保健、医療等に関
することを審査します。 

総務常任委員会 

市政全般の企画や調整、財務、
市税、契約、消防等に関するこ
とを審査します。 

◎島村　省吾　○吉村　健一 
　荒川　　広　　末吉美帆子 
　中村　　太　　村上　　浩 
　秋田　　孝　　浜野　好明 

議 員 の 紹 介 

道路、都市計画、市営住宅、再
開発、区画整理、公園、上下水
道等に関することを審査します。 

◎高田　昌彦　○荻野　泰男 
　小林　澄子　　水村　篤弘 
　赤川　洋二　　大石　健一 
谷口　桂子　　　　　　 

建設水道常任委員会 

◆ 議会の構成／委員会 ◆ 
常　　任　　委　　員　　会 

◎＝委員長　○＝副委員長 

平成２２年７月２１日現在 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

３２ 

３４ 

３５ 

３６ 

議
席
番
号 

日本共産党 

菅原　恵子 
すが わら けい 

② 

日本共産党 

矢作いづみ 
や さく 

② 

日本共産党 

荒川　　広 
あら かわ 

⑦ 

共生 

脇　　晴代 
わき はる 

③ 

民主ネットリベラル 

末吉美帆子 
すえ よし ほ み 

① 

日本共産党 

城下　師子 
しろ した のり こ 

③ 

日本共産党 

小林　澄子 
こ ばやし すみ こ 

② 

日本共産党 

平井　明美 
ひら い あけ み 

⑥ 

市民クラブ 

荻野　泰男 
おぎ の やす お 

① 

市民クラブ 

杉田　忠彦 
すぎ た ただ ひこ 

① 

会派「翔」 

桑畠　健也 
くわ はた けん や 

② 

会派「翔」 

中村　　太 
なか むら とおる 

② 

民主ネットリベラル 

石本　亮三 
いし もと りょう ぞう 

① 

民主党 

水村　篤弘 
みず むら あつ ひろ 

② 

民主ネットリベラル 

赤川　洋二 
あか がわ よう じ 

② 

公明党 

福原　浩昭 
ふく はら ひろ あき 

① 

公明党 

村上　　浩 
むら かみ ひろし 

② 

公明党 

吉村　健一 
よし むら けん いち 

① 

市民クラブ 

大石　健一 
おお いし けん いち 

② 

市民クラブ 

島村　省吾 
しま むら しょう ご 

② 

会派「翔」 

安田　義広 
やす だ よし ひろ 

まさ ひこ 

② 

会派「翔」 

高田　昌彦 
たか だ 

② 

民主ネットリベラル 

浅野美恵子 
あさ の み え こ 

② 

民主党 

村田　哲一 
むら た いち てつ 

⑥ 

公明党 

西沢　一郎 
にし ざわ いち ろう 

きょう こ 

けい こ 

① 

公明党 

小川　京子 
お がわ 

④ 

公明党 

谷口　桂子 
たに ぐち 

③ 

市民クラブ 

岡田　静佳 
おか しず だ か 

② 

市民クラブ 

久保田茂男 
く ぼ しげ た お 

ひろし 

③ 

自由民主党 

石井　　弘 
いし い 

① 

自由民主党 

浜野　好明 
はま の よし あき 

③ 

自由民主党 

会　　派 

氏　　名 

当選回数 

おお せい だち じ 

③ 

市民クラブ 

秋田　　孝 
あき た たかし 

③ 

※任期は平成２３年４月３０日までです。 

※議席番号 

６番　 

２５番　 

３３番　 

は欠員　 

●項目の見方 

◎岡田　静佳　○石本　亮三 
　菅原　恵子　　平井　明美 
　福原　浩昭　　安田　義広 
　小川　京子　　久保田茂男 
大　　靖治　　　　　　 

大　　靖治 

次回の報告会は 
　　9月定例会後に開催します。 

開 催 日 時　①11月20日（土）／午後2時～ 

　　　　　　②11月24日（水）／午後7時～ 

会　　　場　①小手指公民館分館ホール 

　　　　　　②松井公民館ホール 
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所
沢
市
議
会
で
は
、
本
市
議
会
初
と

な
る
「
議
会
報
告
会
」
を
5
月
12
日
に

市
役
所
で
、
同
15
日
に
中
央
公
民
館
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。 

　
2
日
間
で
延
べ
1
1
7
名
の
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
報
告
会
は
、
議
会
基
本
条
例
第
7

条
「
議
会
は
、
市
政
の
課
題
全
般
に
柔

軟
に
対
処
す
る
た
め
、
議
員
及
び
市
民

が
自
由
に
情
報
、
意
見
を
交
換
す
る
議

会
報
告
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
と

の
規
定
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
運
営
方
法
と
し
て
は
、
市
議
会
議
員

全
34
名
を
4
つ
の
班
に
分
け
、
各
議
員

が
各
1
回
の
報
告
会
を
担
当
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
第
1
回
定
例
会
（
3
月

議
会
）
の
報
告
と
し
て
5
月
に
2
回
、

第
2
回
・
第
3
回
定
例
会
（
6
月
・
9

月
議
会
）
の
報
告
と
し
て
11
月
に
2
回

の
計
4
回
開
催
し
ま
す
。 

　
5
月
に
開
催
し
た
2
回
の
報
告
会
で

は
、
ま
ず
平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
で

審
議
し
た
、
平
成
21
年
度
所
沢
市
一
般

会
計
補
正
予
算
や
平
成
22
年
度
所
沢
市

一
般
会
計
当
初
予
算
等
の
議
案
に
つ
い

て
、
審
議
経
過
や
結
果
等
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

      問
　
こ
ど
も
災
害
見
舞
金
制
度
の
廃
止

に
つ
い
て
詳
細
を
説
明
願
い
た
い
。 

答
　
医
療
費
全
額
支
給
の
対
象
が
小
学

3
年
生
ま
で
と
な
っ
た
。
小
学
4
年
生

か
ら
15
歳
ま
で
は
子
ど
も
手
当
の
支
給

対
象
と
な
っ
た
た
め
に
、
見
舞
金
制
度

を
廃
止
と
し
た
。 

問
　
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
等
、
財

政
の
健
全
性
に
つ
い
て
。 

答
　
臨
時
財
政
対
策
債
は
な
る
べ
く
避

け
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
。
健
全
性

に
つ
い
て
は
、
国
と
比
較
す
れ
ば
健
全

と
認
識
し
て
い
る
。 

問
　
国
保
会
計
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
の
妥
当
性
に
つ
い
て
。 

答
　
10
億
円
位
が
妥
当
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
っ
た
。 

問
　
予
算
審
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

全
体
審
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
　
予
算
特
別
委
員
会
を
組
織
し
、
予

算
案
を
審
議
し
て
い
る
議
会
も
あ
る
の

で
、
今
後
の
議
会
運
営
に
期
待
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

問
　
包
括
外
部
監
査
に
関
す
る
審
議
の

経
過
に
つ
い
て
。 

答
　
閉
会
中
に
、
委
員
会
審
査
も
行
っ

た
。
今
後
、
八
王
子
市
に
視
察
を
行
い

再
び
審
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

  ・
商
工
会
館
取
得
補
助
事
業
の
議
決
に

つ
い
て
、
議
会
に
不
信
感
を
も
っ
た
。 

・
一
般
質
問
後
の
検
証
を
、
市
民
も
参

加
し
て
行
う
べ
き
。 

・「
議
長
へ
の
手
紙
」
の
よ
う
な
制
度

を
つ
く
る
べ
き
。 

・
将
来
の
財
政
・
税
収
見
込
み
に
つ
い

て
勉
強
会
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。 

・「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
載
っ
て
い
な

い
こ
と
を
聞
き
た
い
。 

・
議
会
と
し
て
も
事
業
仕
分
け
を
や
っ

て
ほ
し
い
。 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
有
意
義
だ

っ
た
」「
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」「
市

政
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
」
等
の
ご
意

見
が
あ
っ
た
一
方
、「
時
間
が
短
い
」「
意

見
が
言
い
に
く
い
」「
質
疑
へ
の
答
弁

内
容
が
難
し
い
」
等
の
改
善
要
望
も
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
回
の
開
催
へ

向
け
て
の
課
題
と
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
の
内
容
を
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

お
も
な
質
疑
 

お
も
な
意
見
・
要
望
等
 

液晶モニターを

　　　傍聴席に設置

　6月定例会より、傍聴席の左

右壁面上部に52インチ液晶モニ

ターを設置しました。 

　これにより、議場の様子や質

問席に立つ議員の表情を見るこ

とができるようになりました。 

第5次所沢市総合計画特別委員会 

第5次所沢市総合計画に関する調査・研究
を行います。 

◎大石　健一　○石本　亮三 
　菅原　恵子　　荒川　　広 
　脇　　晴代　　中村　　太 
　水村　篤弘　　村上　　浩 
　高田　昌彦　　浅野美恵子 
　西沢　一郎　　浜野　好明 

議会運営委員会 

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、
委員会に関する条例等、議長の諮問に関す
る事項を調査します。 

◎赤川　洋二　○福原　浩昭 
　荒川　　広　　城下　師子 
　荻野　泰男　　杉田　忠彦 
　桑畠　健也　　石本　亮三 
　水村　篤弘　　村上　　浩 
　岡田　静佳　　石井　　弘 

市議会だよりの発行、議会図書室の管理・
運営を行います。 

◎杉田　忠彦　○末吉美帆子 
　菅原　恵子　　荻野　泰男 
　水村　篤弘　　吉村　健一 
　高田　昌彦　　浅野美恵子 
石井　　弘　　　　　　 

議会報・図書室委員会 

◆ 議会の構成／委員会 ◆ 
◎＝委員長　○＝副委員長 



◎「ところざわ市議会だより」第155号　作成部数 124,600部、経費 3,219,636円 

第155号 ところざわ市議会だより 

可決された意見書 

（12） 

　意見書を行政機関等
に提出し、議会として
の意思を表明します。 

高垣 輝雄さん（山口）ほか37人 

所沢市の小学校の学校図書館に学校司書の
配置を願う会 
代表　渡辺 和子さん（山口）ほか4,864人 

○請願第1号 
議会傍聴者への議案資料の提供を願う件 

○請願第2号 
所沢市の小学校の学校図書館に専任・専門の学校司
書を配置することを願う件 

提 　 出 　 者 件　　　　　　　名 

採　　択 
（全会一致） 

採　　択 
（全会一致） 

新所沢西口駅前連合商店会 
会長　七戸　鉄雄さん（緑町）ほか349人 

○請願第3号 
（仮称）新所沢駅前共同住宅新築工事計画に対して
適切な指導をお願いいたしたき件 

採　　択 
（全会一致） 

請願・陳情審議の結果（ 6月定例会） 
結　果 

　
梅
雨
の
花
ア
ジ
サ
イ
が
終
わ
り

を
告
げ
、
夏
の
花
サ
ル
ス
ベ
リ
が

咲
き
出
し
た
今
日
こ
の
頃
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
所
沢
市
議
会
で
は
、
議
員
に
よ

る
議
会
報
告
会
の
開
催
や
、
議
場

に
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
皆
様
へ
の
対
応
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」

は
、
議
会
ご
と
に
年
4
回
発
行
し

て
お
り
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議

会
報
告
を
目
指
し
て
、
作
成
し
て

参
り
ま
す
。
な
お
、
今
号
よ
り
正

副
委
員
長
が
替
わ
り
新
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　（
杉
）

委
員
長
　
杉
田
忠
彦
 

副
委
員
長
　
末
吉
美
帆
子
 

委
　
員
　
菅
原
恵
子
　
荻
野
泰
男
 

　
　
　
　
水
村
篤
弘
　
吉
村
健
一
 

　
　
　
　
高
田
昌
彦
　
浅
野
美
恵
子
 

　
　
　
　
石
井
　
弘
 

連
絡
先
　
議
会
事
務
局
調
査
担
当
 

 
（
☎
2
9
9
8
―
9
2
5
6
）
 

編 

集 
後 

記 

次
の
定
例
会
は
 

9
月
2
日
か
ら
の
 

予
定
で
す
。
 

　（中略）教科書バリアフリー法の施行を機に、平成21年
9月より、（財）日本障害者リハビリテーション協会（リハ
協）が（中略）「マルチメディアデイジー版教科書」（デイ
ジー教科書）の提供を始めました。また文部科学省におい
て、平成21年度よりデイジー教科書などの発達障害等の障
害特性に応じた教材の在り方やそれらを活用した効果的
な指導方法等について、実証的な調査研究が実施されてお
ります。 
　現在、デイジー教科書は、（中略）平成21年12月現在で約
300人の児童生徒に活用され、保護者などから学習理解が
向上したとの効果が表明されるなど、デイジー教科書の普
及促進への期待が大変に高まっております。 
しかし、（中略）実際にリハ協が平成21年度にデジタル化
対応したデイジー教科書は小中学生用教科書全体の約4分
の1に留まっております。（中略） 
　よって、（中略）デイジー教科書を安定して配布・提供で
きるように、その普及促進のための体制の整備及び必要な
予算措置を講ずることを要望いたします。 
提出先　内閣総理大臣　文部科学大臣 

発達障がいや、その他文字を認識する 
ことに困難のある児童生徒のための 
マルチメディアデイジー教科書の 
普及促進を求める意見書（要旨） 

　急激な少子化が進む中、（中略）保育施策の拡充は喫緊の

課題となっている。また、（中略）「現行保育制度に基づく

保育施策の拡充を求める請願書」が4年連続で採択されて

いることは、国民の声の反映にほかならない。 

　よって、（中略）国と地方自治体の責任のもと充実した保

育制度となるよう、下記の事項について強く要望する。 

１．地方自治体が待機児童解消に向けた取り組みができる

よう、国が必要な支援と財政措置を行うこと。 

２．保育園・幼稚園の運営及び学童保育・子育て支援に係

る予算を増額すること。 

３．子育てに係る保護者負担を軽減すること。 

４．民間保育園運営費の一般財源化を行わないこと。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 

　　　　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣 

保育制度改革に関する意見書（要旨） 

●意見書の全文は、市議会ホームページに掲載しています。 

議員の寄附や差し入れは 
　　　　　　　禁止されています 

　夏本番のこの時期、市民の皆さんには、十分なご理解と 
ご留意をいただきますようお願いいたします。 

　ＲＳＤ（反射性交感神経性ジストロフィー）は、手足な

どに激しい持続的な痛みをともなう病気である。（中略）難

病指定がされていないことから、治療費等の経済的負担が

重くのしかかる中で、肉体的にも精神的にも日常生活を営

むのが困難になっている。（中略） 

　このように、ＲＳＤは難病指定の4要件（①希少性 ②原

因不明 ③効果的な治療法の未確立 ④生活面への長期にわ

たる支障）を満たしている。 

　よって、国においては、ＲＳＤ（ＣＲＰＳ）について下

記の事項に取り組むことを強く要望する。 

１．ＲＳＤ（ＣＲＰＳ）を難病に指定すること。 

２．早期に原因の解明や治療法の研究・確立を図ること。 

３．患者さんの治療の経済的負担が軽減され、安心して治

療を受けられる支援を行うこと。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 

　　　　厚生労働大臣　埼玉県知事 

RSD（CRPS）の難病指定を求める意見書（要旨） 


